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１． 実施設計（管更生工法）
①
②
③
④
⑤
⑥

２． マンホール蓋替設計　（２００箇所）

３． 各種試験（中性化，鉄筋腐食，圧縮強度）

４． 設計協議（中間３回）
設計概要

K169_176：□1800mm×1800mm×L=47.00m
K169_175：□1800mm×1800mm×L=60.85m

委託番号

作成月日

作成部課

令和７年４月１日

令和７年度下水道ストックマネジメント実施
設計委託（第１期－５）

施工方法

路線名等

調布市環境部下水道課

市内各所

K199_24：□1850mm×1850mm×L=9.50m
K209_4：□1800mm×1800mm×L=40.37m
K230_6：□2250mm×1500mm×L=6.05m
K240_97：□1700mm×2700mm×L=21.00m

委 託 設 計 書

　本委託は，調布市下水道ストックマネジメント実施計画に基づき実施するも
のであり，老朽化した管渠や人孔蓋の改築工事を着手するために必要な図書
を作成するためです。

施工理由

委託

工      期

委託件名

委託箇所 令和８年１月３０日 まで



下水道による事業計画区域

凡 例

設計対象（管きょ・人孔）

令和７年度下水道ストックマネジメント実施設計委託（第１−５期）

管きょ更生設計(合流)
K230_6：□2250×□1500
Ｌ＝6.05m

管きょ更生設計(合流)
K169_175：□1800×□1800
Ｌ＝60.85m

人孔蓋交換設計
200箇所

・赤字

管きょ更生設計：合計延長Ｌ＝184.77m

管きょ更生設計(合流)
K169_176：□1800×□1800
Ｌ＝47.00m

管きょ更生設計(合流)
K199_24：□1850×□1850
Ｌ＝9.50m

管きょ更生設計(合流)
K209_4：□1800×□1800
Ｌ＝40.37m

試験１１箇所×３測点＝３３サンプル

管きょ更生設計(雨水)
K240_97：□1700×□1700
Ｌ＝21.0m



令和７年度下水道ストックマネジメント実施設計委託（第１期－５） 

特記仕様書 

第１章 総則 

1.1 業務の目的 

本業務は，「ストックマネジメント実施計画」に基づく管渠および人孔蓋に関する実施設計

を行い，工事着手に必要な図書を作成することを目的とする。 

1.2 仕様書の適用範囲 

本業務は，本仕様書に従い施工しなければならない。 

1.3 費用の負担 

業務の検査等に伴う必要な費用は，本仕様書に明記のないものであっても，原則として受

託者の負担とする。 

1.4 法令等の遵守 

受託者は，業務の実施にあたり，関連する法令等を遵守しなければならない。 

1.5 中立性の保持 

受託者は，常にコンサルタントとして中立性を保持するよう努めなければならない。 

1.6 秘密の保持 

受託者は，業務執行上知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。また貸与資料について

は委託期間満了時に受託者の責任において完全に破棄しなければならない。 

1.7 公益確保の義務 

受託者は，業務実施にあたって公共の安全，環境の保全，その他の公益を害することが無い

ように努めなければならない。 

1.8 提出書類 

受託者は，業務の着手及び完了に当って契約約款に定めるものの他，調布市環境部の定め

た請負者提出書類処理基準に準じて書類を提出すること。 

1.9 管理技術者及び技術者 

(１)受託者は，管理技術者及び技術者をもって，秩序正しく業務を行わせるとともに，高度な

技術を要する部門については，相当の経験を有する技術者を配置すること。 

(２)管理技術者は，技術士（総合技術管理部門（下水道）または上下水道部門（下水道）），ま

たは下水道法に規定された資格を有するものとし，業務全般にわたり技術的管理を行うこ

と。 

(３)受託者は，業務の進捗を図るため，契約に基づく必要な技術者を配置すること。 

1.10 業務実績情報サービス 

受託者は，契約時又は変更時において契約金額が 100 万円以上の業務については，業務実

績情報システム(テクリス)に基づき，受注・変更・完了・訂正時に業務実績情報として「登

録のための確認のお願い」をテクリスから監督職員にメール送信し、監督職員の確認を受け

た上で、受注時は契約締結後、15 日（休日等を除く）以内に、登録内容の変更時は変更が

あった日から、15 日（休日等を除く）以内に、完了時は業務完了後、15 日（休日等を除く）

以内に、訂正時は適宜、登録機関に登録申請しなければならない。なお、登録できる技術者



は、業務計画書に示した技術者とする（担当技術者の登録は８名までとする）。 

また、受注者は、契約時において、予定価格が 1,000 万円を超える競争入札により調達さ

れる建設コンサルタント業務において調査基準価格を下回る金額で落札した場合、テクリス 

に業務実績情報を登録する際は、「低価格入札である」にチェックをした上で、「登録のため

の確認のお願い」を作成し、監督職員の確認を受けること。 

また、登録機関発行の「登録内容確認書」はテクリス登録時に監督職員にメール送信され

る。なお、変更時と完了時の間が、15 日間（休日等を除く）に満たない場合は、変更時の登

録申請を省略できるものとする。 

また、本業務の完了後において訂正または削除する場合においても同様に、テクリスから

発注者にメール送信し、速やかに発注者の確認をうけた上で、登録機関に登録申請しなけれ

ばならない。 

1.11 環境物品 

本業務の実施に当り，その対象となる工事で使用する資材，建設機械，工法，目的につい

ては，東京都が作成した「令和３年度東京都環境物品調達方針（公共工事）」（以下調達方針

という）の規定に従い，本業務の趣旨や建設（設計）目的を踏まえ，調達方針に定められた

環境物品等の選択に努めること。 

1.12 再生資源利用計画書 

受託者は，本設計業務委託の実施に当たって建設副産物の発生抑制，再使用・再生利用及

び適正処理について十分に検討し，その結果を「リサイクル計画書」（基本（予備）設計段階、

詳細（実施）設計段階、解体工事用）のいずれか）に取りまとめ、再生資源利用（促進）計

画書を添付して報告書に含めて提出すること。 

1.13 測量機器 

現地調査で使用する測量機器については，（社）日本測量協会技術センター等が検定して

発行する検定証明書及びこれに準ずる社内検定証明書等を作業計画書に添付し提出するこ

と。なお，高さの標示は，原則として（Ｔ．Ｐ．）を用いること。 

1.14 環境配慮事項 

本業務の履行に当って，自動車を使用し，又は使用させる場合は，「都民の健康と安全を確

保する環境に関する条例（平成１２年東京都条例第２１５号）に規定する，ディーゼル車規

制に適合する自動車とすること。なお適合の確認のため，当該自動車の自動車車検証，粒子

状物質減少装着証明書等の提示又は写しの提出を求められた場合には，速やかに対応するこ

と。 

1.15 積算基準 

本委託に係る工事の設計・積算については，別途指示する東京都多摩地区下水道事業積算

施工適正化委員会発行の積算基準に原則準拠するものとし，これに定めの内場合は下水道用

設計標準歩掛表（白本），東京都建設局積算基準等によること。 

1.16 成果品の審査及び納品 

（１）受託者は成果品完成後に発注者の審査を受けなければならない。 

（２）成果品の審査において，訂正を指示された箇所は，ただちに訂正しなければならない。 

（３）業務の審査に合格後，成果品を納品し，検査員の検査をもって，業務の完了とする。 

（４）業務完了後において，明らかに受託者の責に伴う業務のかしが発見された場合は，受託



者はただちに当該業務成果の修正を行うこと。 

1.17 関係官公庁等との協議 

受託者は，関係官公庁等との協議を必要とするとき又は協議を受けたときは，誠意をもっ

てこれにあたり，この内容を遅滞なく報告すること。 

1.18 業務の進行管理 

受託者は，委託期間終盤に協議や検討が集中しないように徹底した進捗管理を行い，委託

期間を厳守すること。また令和８年度の工事予算要求を行う必要があることから，工事概算

額を令和７年９月３０日までに提示すること。また，また本委託業務成果による工事は発注

時期平準化の観点から，図面及び数量計算書，各種根拠等について検討・協議・照査を終え

た状態で令和７年１２月２６日までに提示すること。 

1.19 証明書等の申請 

設計や検討に必要な証明書及び申請書の交付は，受託者の申請によること。 

1.20 疑義の解釈 

本仕様書に定めのない事項または疑義が生じた場合は，受託者及び発注者双方の協議のう

え，これを定めるものとする。 

  

第２章 実施設計（更生工法） 設計数量：184.77ｍ 

2.1 資料収集 

上位計画図書，下水道台帳，既設管の竣工図書，土質調査，その他必要な資料の収集及び確

認を行うこと。ＴＶカメラ調査結果または潜行目視調査結果，劣化度調査図書，本管下水量ま

たは水位調査の資料の収集及び確認を行うこと。 

2.2 既設管調査 

管路内調査として，TV カメラ調査または潜行目視調査，劣化度調査図書に基づき管渠の劣

化状況や堆積物（深さ，体積），支障物件等の有無等を管路施設内から把握を行うこと。 

また，測量調査として，測距，地盤高，管底高，管渠断面，人孔の形状，取付管位置，その

他構造物(横断管や不明管)の測定及び調査を行うこと。 

2.3 現場環境調査 

工事時の交通規制形態の範囲，施工重機・車両の配置，架空線状況，周辺家屋の土地利用状

況，車両の出入り，保育園等の公共施設の有無，その他支障物の有無等について把握を行うた

め，道路状況，周辺状況の把握を行うこと。なお本業務には交通管理者，道路管理者，その他

工事発注前に協議が必要な機関・競合企業等との協議業務を含むものとする。 

また調査・協議結果については速やかに報告すること。 

2.4 設計計画 

更生工法の比較検討を行い，その結果選定された工法においての流下能力の確認（計画流

量，現況流量，更生後流量（クッタ―，マニング）），仮排水・仮設等の設計計画を行うこと。 

2.5 各種計算 

起終点の設定，管強度，構造計算，流量計算，換気計算，工程計算等を行うこと。 

2.6 耐震設計 

・調査 

     耐震設計に必要な資料の収集，特性把握を行うこと。 



・条件設定 

     地盤条件（基盤面等），管渠条件の把握を行うこと。 

・耐震計算 

     液状化の判定，マンホールと管渠の接合部の計算（地震動による屈曲角，抜出し量）を

行うこと。 

  ・照査 

     耐震設計に対する照査を行うこと。 

2.7 設計図作成 

    位置図，系統図，平面図，縦断面図，構造図等の作成を行うこと。その際劣化状況や流入管

渠位置，起終点の設定根拠が分かるよう描くこと。 

2.8 数量計算 

    工法決定後，工事発注に耐えうる数量計算書（積算根拠資料と併せて）を作成すること。 

2.9 照査 

    設計計画の妥当性，各種計算書の適切性，各種設計図の適切性，各種計算書と設計図の整合

性を確認すること。 

2.10 報告書作成 

    設計書のまとめ，概要書（設計の目的・概要・位置図，設計項目，設計条件，土質条件，埋

設物状況，施工方法，工程表，設計フローチャート等）を作成すること。 

 

第３章 実施設計（人孔蓋） 設計数量：２００基 

調布市下水道長寿命化計画において健全度Ⅰに判定された人孔蓋の改築（取替え）工事を行うに

あたり実施設計を行うものである。ただし，特段の理由により設計（施工不可）と判断されるもの

については理由と根拠が認められた場合のみ設計対象外とする。 

3.1 調査 

現況の交通規制状態，周辺状況を調査し，工事時の交通規制形態の検討に必要な調査を実

施すること。また既設蓋の諸元確認，蓋交換時の影響構築物や舗装影響範囲の検討に必要な

調査を実施すること。 

その際，該当マンホールにスプレー等によるマーキングを行うこと。 

3.2 設計計画 

当該人孔の占用位置や状態，道路種別・周辺状況などを十分考慮し，想定される施工パター

ンを作成して設計計画を行うこと。 

3.3 施工法の比較検討 

最適な人孔蓋交換工法の選定，人孔の高さ調整部の補足材や蓋取替え時に併せて交換を要

す人孔部材の数量，舗装影響面積等について取りまとめを行うこと。また付帯的に行う補修

箇所（足掛け金物，転落防止梯子，人孔底部や管口部の損傷，排水施設や区画線等）の抽出を

行いとりまとめること。また該当地の工事作業効率等を勘案し，工程計算を行うこと。 

3.4 図面作成 

位置図，平面図（工事当該地の注記記載等），構造図等の作成を行うこと。 

3.5 数量計算 

工事発注に耐えうる数量計算書（積算根拠資料）を作成すること。 



3.6 照査 

設計計画の妥当性，各種計算書・設計図の適切性，各種計算書と設計図の整合性について確

認を行うこと。 

3.7 報告書作成 

まとめ，概要書（設計の目的，概要，位置，設計項目，設計条件，埋設物状況，設計フロー

チャート）等の作成を行うこと。 

 

第５章 設計協議 

中間打合せは，「設計計画」，「各種計算」，「設計図作成時」などを含む５回実施するものとする。

なお本業務には更生工事及び人孔蓋交換工事に関わる事前の関係機関協議及び他企業協議を含む

ものとする。 

 

第６章 提出図書 

提出図書は以下とする。疑義がある場合は監督員との協議により決定する。 

（１）業務報告書：１部 

（２）実施設計図（位置図，系統図，施設平面図，詳細平面図，縦断面図，横断面図 

構造図，仮設図など）：１部 

（３）構造計算書（水理計算書，耐震設計計算書を含む）：１部 

（４）数量計算書：１部 

（５）工事費概算書：１部 

（６）特記仕様書：１部 

（７）打合せ議事録：１部 

（８）その他資料（道路占用許可申請書(案)・施工通知等の添付図書，設計に伴って収集・調査

した資料及びその他申請等に関する資料）：１部 

（９）設計電子データ（DVD-R 等）：一式 

・提出図書の印刷向きは両面印刷Ａ４縦を基本とし，Ａ３版の場合はＡ４綴じ折りとする。 

・成果品の製本は，Ａ４チューブファイル綴じ込みとし，綴じ厚が 10 ㎝を超える場合は

分冊すること。 

・成果品の製本物のタイトル付けについては，監督員と協議し決定すること。 

・電子媒体については，作成時の生データ及びＰＤＦ形式とする。ＣＡＤのデータ形式に

ついては，原則ｄｗｇ形式（各環境設定ファイルも併せて納品）とする。 

・成果品の電子納品に当たってはウイルスチェックを行うこと。また納品する媒体のラベ

ルに，ウイルスチェックに関する情報として，①使用したウイルス対策ソフト名，②ウ

イルス（パターンファイル）定義年月日またはパターンファイル名，③チェック年月日

を記載すること。 



(K507201001-0)

調布市環境部下水道課

支出科目

委託金額

内

訳

年度 会計 款

項 目 節

令和 年度

区 分 金    額  (円)

委 託 費

業務価格計

￥

￥

 7 004資本的支出

01建設改良費 01管渠建設改良費 19委託料

Ｒ６下水道事業会計



種 別 内  容 (数量) 金 額
円

摘 要

委 　 託 　 総 　 括 　 書

(K507201001-0)      

調布市環境部下水道課

設計業務委託
建設コンサルタント       1     式 第1号種別内訳書

設計業務委託
建設コンサルタント       1     式 第2号種別内訳書

業務価格
      1     式

消費税等相当額
      1     式

業務委託料
      1     式



種 別 内  容 (数量) 金 額
円

摘 要

種   別 　 内 　 訳 　 書

(K507201001-0)      

調布市環境部下水道課

第 1 号

設計業務委託
建設コンサルタント       1     式

管更生工法(内径800mm以上)
管路施設実施設計,管路延長184.77(ｍ)       1     業務

管路施設耐震設計(ﾚﾍﾞﾙ1･2)(管更生工法)
管路施設実施設計 管路延長184.77(m),ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ(短辺内径800mm以上)       1     業務

中性化試験工
     33     測点 第1号業務別内訳書

鉄筋腐食試験工
     33     測点 第2号業務別内訳書

圧縮強度試験工
     33     測点 第3号業務別内訳書

報告書作成(詳細設計)
管路施設実施設計       1     業務

設計協議(詳細設計)
管路施設実施設計       1     業務

交通誘導警備員B
     24     人

直 接 費
      1     式

直接人件費
      1     式

賃金
      1     式

直接経費
      1     式

電子成果品作成費
      1     式

その他原価
      1     式

業務原価
      1     式

一般管理費等
      1     式

業務価格



種 別 内  容 (数量) 金 額
円

摘 要

種   別 　 内 　 訳 　 書

(K507201001-0)      

調布市環境部下水道課

第 2 号

設計業務委託
建設コンサルタント       1     式

マンホール蓋替え設計
２００箇所,箇所数補正率＝2.235       1     式 第4号業務別内訳書

直 接 費
      1     式

直接人件費
      1     式

直接経費
      1     式

電子成果品作成費
      1     式

その他原価
      1     式

業務原価
      1     式

一般管理費等
      1     式

業務価格



種 別

工 種

内 訳

形 状

寸 法
数 量 単位 単 価 金 額 摘 要

円 円

業 務 別 内 訳 書

     

調布市環境部下水道課

(K507201001-0) 24 地区

第1号
A00000000003 A02

中性化試験工 10測点

測量技師
      1     人

測量技師補
      1     人

測量助手
      1     人

測量補助員
      3     人

軽油
     14     L

JIS 2号

ﾄﾗｯｸ損料
      6     時間

普通 2t

ｶﾞｿﾘﾝ
     11     L

ﾚｷﾞｭﾗｰ (ｽﾀﾝﾄﾞ)

ﾗｲﾄﾊﾞﾝ(ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ)損料
                

      6     時間
二輪駆動 排気量1.5L

諸雑費
      1     ％

合  計
     10     測点

単位当り
      1     測点



種 別

工 種

内 訳

形 状

寸 法
数 量 単位 単 価 金 額 摘 要

円 円

業 務 別 内 訳 書

     

調布市環境部下水道課

(K507201001-0) 24 地区

第2号
A00000000004 A02

鉄筋腐食試験工 7測点

測量技師
      1     人

測量技師補
      1     人

測量助手
      1     人

測量補助員
      3     人

軽油
     14     L

JIS 2号

ﾄﾗｯｸ損料
      6     時間

普通 2t

ｶﾞｿﾘﾝ
     11     L

ﾚｷﾞｭﾗｰ (ｽﾀﾝﾄﾞ)

ﾗｲﾄﾊﾞﾝ(ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ)損料
                

      6     時間
二輪駆動 排気量1.5L

諸雑費
      1     ％

合  計
      7     測点

単位当り
      1     測点



種 別

工 種

内 訳

形 状

寸 法
数 量 単位 単 価 金 額 摘 要

円 円

業 務 別 内 訳 書

     

調布市環境部下水道課

(K507201001-0) 24 地区

第3号
A00000000005 A02

圧縮強度試験工 10測点

測量技師
      1     人

測量技師補
      1     人

測量助手
      1     人

測量補助員
      3     人

軽油
     14     L

JIS 2号

ﾄﾗｯｸ損料
      6     時間

普通 2t

ｶﾞｿﾘﾝ
     11     L

ﾚｷﾞｭﾗｰ (ｽﾀﾝﾄﾞ)

ﾗｲﾄﾊﾞﾝ(ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ)損料
                

      6     時間
二輪駆動 排気量1.5L

諸雑費
      1     ％

合  計
     10     測点

単位当り
      1     測点



種 別

工 種

内 訳

形 状

寸 法
数 量 単位 単 価 金 額 摘 要

円 円

業 務 別 内 訳 書

     

調布市環境部下水道課

(K507201001-0) 24 地区

第4号
A00000000001 A01

マンホール蓋替え設計 1式
２００箇所
箇所数補正率＝2.235

調査
    111.75  箇所分

設計計画
    111.75  箇所分

図面作成
    111.75  箇所分

数量計算
    111.75  箇所分

照査
    111.75  箇所分

施工法の比較検討
    111.75  箇所分

報告書作成
    111.75  箇所分

合  計
      1     式



1 K169_176 深大第３ RC 矩形渠 1800 1800 2000 47.00 1975 45 Ⅰ 12 更生

2 K169_175 深大第３ RC 矩形渠 1800 1800 2000 60.85 1975 45 Ⅰ 13 更生

3 K199_24 深大第３ RC 矩形渠 1850 1850 2100 9.50 1979 41 Ⅰ 18 更生

4 K209_4 深大第３ RC 矩形渠 1800 1800 2000 40.37 1977 43 Ⅰ 17 更生

5 K230_6 深大第３ RC 矩形渠 2250 1500 2100 6.05 1978 42 Ⅰ 16 更生

6 K240_97 深大第３ RC 矩形渠 1700 2700 2400 21.00 1978 42 Ⅰ 15 更生

合計更生延長 ｍ

第１期－5
更生設計箇所　一覧表

対策工法

「布設替え」
「更生」

管種 形状

内空上
幅

呼び径
（mm）

高さ
（mm）

換算
断面
（mm）

区間
延長
(m)

施工
年度

経過
年数

緊
急
度

優先
順位

184.77

No. 施設番号 処理分区



NO 新人孔番号 道路区分
蓋

1～3
施設番号 区間距離 本管径

管きょ
工事年度

経過年数 対策年度

1 J200_56 一般市道 3 K200_60 14.17 1000 1980 37 R8

2 J200_60 一般市道 3 K200_64 19.89 800 1980 37 R8

3 J200_61 一般市道 3 K200_65 34.16 800 1980 37 R8

4 J352_1 一般市道 2 K352_13 7.48 800 1981 36 R8

5 J352_11 一般市道 3 K352_10 59.15 800 1981 36 R8

6 J352_12 一般市道 2 K352_11 13.45 800 1981 36 R8

7 J352_13 一般市道 2 K352_12 15.45 800 1981 36 R8

8 J362_1 一般市道 3 K362_1 13.15 900 1981 36 R8

9 J362_2 一般市道 3 K362_2 9.28 900 1981 36 R8

10 J362_23 一般市道 3 K362_25 3.75 800 1981 36 R8

11 J362_3 一般市道 2 K362_3 15.65 800 1981 36 R8

12 J362_4 一般市道 2 K362_4 30.76 800 1981 36 R8

13 J362_5 一般市道 2 K362_5 16.4 800 1981 36 R8

14 J362_6 一般市道 2 K362_6 22.85 800 1981 36 R8

15 J362_7 一般市道 2 K362_9 6.1 800 1981 36 R8

16 J363_2 一般市道 3 K363_2 18.96 900 1980 37 R8

17 J363_3 一般市道 3 K363_3 15.5 900 1980 37 R8

18 J363_4 一般市道 2 K363_4 38.39 900 1980 37 R8

19 J363_45 一般市道 3 K363_47 40.4 800 1979 38 R8

20 J363_46 一般市道 3 K363_48 47.35 800 1979 38 R8

21 J363_5 一般市道 2 K363_5 9.83 800 1980 37 R8

22 J363_6 一般市道 3 K363_6 11.81 800 1980 37 R8

23 J363_8 一般市道 3 K363_9 24.57 800 1980 37 R8

24 J363_9 一般市道 2 K363_10 31.49 800 1980 37 R8

25 J373_12 一般市道 3 K373_14 21.15 800 1980 37 R8

26 J373_18 一般市道 3 K373_20 65.35 1200 1979 38 R8

27 J373_19 一般市道 3 K373_21 63.32 1200 1979 38 R8

28 J373_2 一般市道 2 K373_2 9.43 1350 1980 37 R8

29 J373_20 一般市道 2 K373_22 26.67 1200 1979 38 R8

30 J373_21 一般市道 3 K373_23 19.5 1000 1979 38 R8

31 J373_22 一般市道 3 K373_24 15.45 1000 1979 38 R8

32 J373_23 一般市道 3 K373_25 3.75 1000 1979 38 R8

33 J373_24 一般市道 3 K373_26 10.74 800 1979 38 R8

34 J373_25 一般市道 3 K373_27 10.25 800 1979 38 R8

35 J373_26 一般市道 3 K373_28 12.84 800 1979 38 R8

36 J373_27 一般市道 3 K373_29 14.25 800 1979 38 R8

37 J373_3 一般市道 2 K373_3 31.79 1200 1980 37 R8

38 J373_4 一般市道 3 K373_4 31.33 1200 1980 37 R8

39 J373_5 一般市道 2 K373_6 11 1200 1980 37 R8

40 J373_6 一般市道 3 K373_7 68.7 1100 1980 37 R8

41 J373_7 一般市道 3 K373_8 15.35 1100 1980 37 R8

42 J373_8 一般市道 3 K373_10 8.7 900 1980 37 R8

43 J373_9 一般市道 3 K373_11 26.61 900 1980 37 R8

44 J374_17 一般市道 3 K374_18 26.35 1500 1979 38 R8



45 J374_18 一般市道 3 K374_19 15.93 1500 1979 38 R8

46 J374_19 一般市道 3 K374_20 18.9 1500 1979 38 R8

47 J374_2 一般市道 3 K374_2 28.5 1500 1979 38 R8

48 J374_20 一般市道 3 K374_21 32.6 1500 1979 38 R8

49 J374_21 一般市道 3 K374_22 66.43 1200 1979 38 R8

50 J374_22 一般市道 2 K374_25 22.7 1000 1979 38 R8

51 J374_23 一般市道 2 K374_26 20.17 900 1979 38 R8

52 J374_3 一般市道 3 K374_3 25.28 1500 1979 38 R8

53 J381_1 一般市道 3 K381_3 25.15 1000 1979 38 R8

54 J381_2 一般市道 2 K381_4 21.73 1000 1979 38 R8

55 J381_4 一般市道 2 K381_6 13 1000 1979 38 R8

56 J381_5 一般市道 不明 K381_7 15.9 1000 1979 41 R8

57 J381_6 一般市道 2 K381_8 20.1 1000 1979 38 R8

58 J382_1 一般市道 3 K382_1 62.27 1350 1973 44 R8

59 J382_4 一般市道 3 K382_4 94.5 1350 1973 44 R8

60 J382_5 一般市道 3 K382_6 47.05 1350 1973 44 R8

61 J382_6 一般市道 3 K382_7 36.8 1200 1973 44 R8

62 J382_7 一般市道 3 K382_8 62.2 1200 1973 44 R8

63 J383_1 一般国道 2 K383_1 317.01 1200 1981 36 R8

64 J383_2 一般国道 2 K383_2 142.39 1200 1981 36 R8

65 J383_4 一般国道 3 K383_4 76.5 1200 1981 36 R8

66 J383_67 一般市道 3 K383_70 81.73 900 1981 36 R8

67 J391_2 一般市道 3 K391_4 43.6 1500 1972 45 R8

68 J391_3 一般国道 不明 K391_5 24.5 1350 1972 48 R8

69 J391_49 一般市道 3 K391_55 1100 1979 38 R8

70 J391_50 一般市道 3 K391_56 50.9 1100 1979 38 R8

71 J391_51 一般市道 3 K391_57 37.25 1350 1979 38 R8

72 J391_52 一般市道 3 K391_58 61.95 1350 1979 38 R8

73 J391_53 一般市道 3 K391_59 52.55 1350 1979 38 R8

74 J391_54 一般市道 3 K391_60 33.1 1350 1979 38 R8

75 J391_55 一般市道 3 K391_61 35.75 1350 1979 38 R8

76 J391_56 一般市道 3 K391_62 20 1000 1979 38 R8

77 J391_57 一般市道 3 K391_63 15.8 1000 1979 38 R8

78 J392_1 一般市道 2 K392_92 5.28 1650 1976 41 R8

79 J392_11 一般市道 2 K392_11 35 800 1982 35 R8

80 J392_12 一般市道 3 K392_12 43.42 1650 1975 42 R8

81 J392_13 一般市道 3 K392_16 23.51 1650 1975 42 R8

82 J392_14 一般都道 2 K392_18 71.55 1500 1975 42 R8

83 J392_45 一般市道 2 K392_57 21.6 800 1980 37 R8

84 J392_5 一般市道 3 K392_5 58.8 1100 1979 38 R8

85 J392_55 一般市道 2 K392_61 38.12 800 1982 35 R8

86 J392_6 一般市道 3 K392_6 46.4 1100 1979 38 R8

87 J392_7 一般市道 3 K392_7 30.78 1100 1979 38 R8

88 J392_73 一般国道 3 K392_79 23.42 800 1982 35 R8

89 J392_86 一般市道 2 K392_94 2.35 1650 1976 41 R8

90 J392_87 一般市道 2 K392_97 6.58 1650 1975 42 R8



91 J393_2 一般都道 3 K393_4 19.06 1350 1974 43 R8

92 J393_3 一般都道 3 K393_5 27.6 900 1977 40 R8

93 J393_4 一般都道 3 K393_6 105.4 900 1977 40 R8

94 J393_5 一般都道 3 K393_7 51.6 800 1977 40 R8

95 J393_6 一般都道 3 K393_8 42.6 800 1977 40 R8

96 J393_7 一般都道 3 K393_9 56.8 800 1977 40 R8

97 J393_79 一般市道 3 K393_82 74.9 900 1975 42 R8

98 J393_8 一般都道 3 K393_10 44.5 800 1977 40 R8

99 J394_1 一般市道 2 K394_1 62.08 1200 1979 38 R8

100 J394_2 一般市道 2 K394_2 18.25 1100 1979 38 R8

101 J394_3 一般市道 3 K394_5 4.9 1100 1979 38 R8

102 J394_4 一般市道 3 K394_6 26.65 1100 1979 38 R8

103 J394_5 一般市道 3 K394_7 26.85 1100 1979 38 R8

104 J394_62 一般市道 3 K394_65 16.95 800 1979 38 R8

105 J394_63 一般市道 3 K394_67 27.23 800 1979 38 R8

106 J394_64 一般市道 3 K394_68 13.62 800 1979 38 R8

107 J394_65 一般市道 3 K394_69 12.9 800 1979 38 R8

108 J394_7 一般市道 3 K394_10 49.52 900 1979 38 R8

109 J394_8 一般市道 3 K394_11 34.5 800 1979 38 R8

110 J394_9 一般市道 3 K394_12 36.8 800 1979 38 R8

111 J401_1 主要市道 3 K401_1 29.25 1500 1977 40 R8

112 J401_124 一般市道 3 K401_138 22.47 1350 1977 40 R8

113 J401_2 主要市道 3 K401_2 33.27 1500 1977 40 R8

114 J401_3 一般市道 3 K401_3 22.57 1500 1977 40 R8

115 J401_4 一般市道 2 K401_5 65.3 1500 1977 40 R8

116 J401_48 一般市道 3 K401_54 19.62 800 1979 38 R8

117 J401_6 一般市道 3 K401_8 16.75 1350 1977 40 R8

118 J401_7 一般市道 3 K401_9 35.44 1350 1977 40 R8

119 J402_17 一般市道 3 K402_20 115.4 1650 1972 45 R8

120 J402_18 一般市道 3 K402_21 54.5 1650 1972 45 R8

121 J402_19 一般市道 3 K402_22 30.1 1650 1972 45 R8

122 J402_30 一般市道 2 K402_35 38.95 1800 1973 44 R8

123 J402_31 一般市道 3 K402_37 36.98 1800 1973 44 R8

124 J402_37 一般市道 3 K402_46 28.92 1200 1979 38 R8

125 J402_38 一般市道 3 K402_47 25.7 1200 1979 38 R8

126 J402_39 一般市道 3 K402_48 17.35 1200 1979 38 R8

127 J402_42 一般市道 3 K402_51 61.05 1100 1979 38 R8

128 J402_43 一般市道 3 K402_53 25.72 1100 1979 38 R8

129 J402_44 一般市道 3 K402_54 38.5 1100 1979 38 R8

130 J402_45 一般市道 3 K402_56 47.24 1100 1979 38 R8

131 J402_46 一般市道 3 K402_57 41.73 1100 1979 38 R8

132 J402_67 一般市道 2 K402_78 18 1000 1977 40 R8

133 J402_68 一般市道 3 K402_79 10.85 1000 1977 40 R8

134 J402_69 一般市道 3 K402_80 34.5 1000 1977 40 R8

135 J402_70 一般市道 3 K402_81 21 1000 1977 40 R8

136 J402_71 一般市道 2 K402_82 32.1 900 1979 38 R8



137 J403_115 一般市道 3 K403_127 43.5 800 1978 39 R8

138 J403_116 一般市道 2 K403_128 47.25 800 1978 39 R8

139 J403_70 一般市道 3 K403_76 37.7 1100 1977 40 R8

140 J403_71 一般市道 2 K403_77 31 800 1978 39 R8

141 J403_82 一般市道 3 K403_89 35.58 800 1977 40 R8

142 J403_83 一般市道 3 K403_91 26.85 800 1977 40 R8

143 J403_84 一般市道 3 K403_92 11.5 800 1977 40 R8

144 J403_85 一般市道 3 K403_94 83.53 800 1978 39 R8

145 J404_6 一般都道 3 K404_7 65 1200 1979 38 R8

146 J411_74 一般市道 3 K411_77 33 1500 1977 40 R8

147 J411_75 一般市道 3 K411_78 26.7 1500 1977 40 R8

148 J412_1 一般市道 3 K412_1 52.51 2600 1973 44 R8

149 J412_106 一般市道 3 K412_114 65.67 900 1980 37 R8

150 J412_107 一般市道 2 K412_116 13.93 900 1980 37 R8

151 J412_2 一般市道 3 K412_2 3 800 1978 39 R8

152 J412_22 一般市道 3 K412_24 45.7 1800 1973 44 R8

153 J412_24 一般市道 3 K412_25 19 1800 1973 44 R8

154 J412_25 一般市道 3 K412_26 43.4 1800 1973 44 R8

155 J412_26 一般市道 2 K412_27 49.4 1800 1973 44 R8

156 J412_27 一般市道 2 K412_28 36 1800 1973 44 R8

157 J412_28 一般市道 2 K412_29 51.2 1800 1973 44 R8

158 J412_29 一般市道 2 K412_30 32 1800 1983 34 R8

159 J412_3 一般市道 3 K412_3 77.55 800 1978 39 R8

160 J412_30 一般市道 3 K412_91 41.53 1800 1980 37 R8

161 J412_31 一般市道 3 K412_34 51.05 1800 1973 44 R8

162 J412_4 一般市道 3 K412_4 49.9 800 1978 39 R8

163 J412_5 一般市道 3 K412_5 28.5 800 1978 39 R8

164 J412_52 一般市道 2 K412_56 20.22 1500 1977 40 R8

165 J412_53 一般市道 3 K412_57 20.6 1500 1977 40 R8

166 J412_54 一般市道 2 K412_58 14.7 1500 1977 40 R8

167 J412_56 一般市道 3 K412_61 14.63 1500 1977 40 R8

168 J412_57 一般市道 3 K412_63 21.82 1500 1977 40 R8

169 J412_79 一般市道 2 K412_86 9.8 1800 1980 37 R8

170 J412_80 一般市道 3 K412_87 21.1 1800 1980 37 R8

171 J412_81 一般市道 3 K412_88 8.7 1800 1980 37 R8

172 J412_82 一般市道 2 K412_89 26.85 1800 1980 37 R8

173 J412_83 一般市道 3 K412_90 82.7 1800 1980 37 R8

174 J412_91 一般市道 3 K412_99 5.36 1800 1980 37 R8

175 J413_1 一般市道 2 K413_1 57.4 2000 1976 41 R8

176 J413_106 一般市道 3 K413_118 21.28 1800 1976 41 R8

177 J413_113 一般市道 3 K413_125 14 800 1977 40 R8

178 J413_2 一般市道 2 K413_2 70.1 2000 1976 41 R8

179 J413_71 一般市道 3 K413_78 1.82 1100 1977 40 R8

180 J413_72 一般市道 3 K413_79 19 1100 1977 40 R8

181 J413_73 一般市道 3 K413_80 26 1100 1977 40 R8

182 J413_74 一般市道 3 K413_81 17.5 1100 1977 40 R8



183 J413_75 一般市道 3 K413_82 49 1100 1977 40 R8

184 J413_76 一般市道 3 K413_84 9.15 1100 1977 40 R8

185 J413_77 一般市道 3 K413_85 27.5 1100 1977 40 R8

186 J413_8 一般市道 3 K413_10 36.12 1800 1976 41 R8

187 J422_27 一般市道 3 K422_33 27.85 1000 1976 41 R8

188 J422_28 一般市道 2 K422_34 13.09 1000 1976 41 R8

189 J422_29 一般市道 2 K422_35 28.87 900 1976 41 R8

190 J422_30 一般市道 2 K422_36 17.62 900 1976 41 R8

191 J422_31 一般市道 2 K422_37 21.89 900 1976 41 R8

192 J422_32 一般市道 2 K422_38 15 900 1976 41 R8

193 J422_33 一般市道 2 K422_39 4.15 900 1976 41 R8

194 J422_34 一般市道 2 K422_40 41.26 900 1976 41 R8

195 J422_53 一般市道 3 K422_61 22.6 800 1980 37 R8

196 J422_54 一般市道 3 K422_62 19.8 800 1980 37 R8

197 J422_6 一般市道 3 K422_10 2.26 2600 1973 44 R8

198 J422_7 一般市道 3 K422_12 5.35 2600 1973 44 R8

199 #N/A 一般市道 3 K394_66 13.85 800 1980 37 R8

200 #N/A 国道 不明 K401_141 28.557 1100 1982 38 R8


